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身近な河川に生息するエビ類の分布調査と
胚発生の観察に取り組ませる指導の工夫

最近の環境変化に伴う河川の状況の変化により，生物多様性の回復や向上，保全などが

今日的課題として位置付けられている。そこで，身近な自然環境である河川に生息するエ

ビ類の分布調査と, 形態観察や分類，胚発生の観察などに取り組ませることにより，自然

環境保全に関する課題の解決方法を考えさせる指導の工夫について紹介する。

中学校対象

校種 特別支援学校

幼稚園

高等学校

小学校

１ 自然環境の調査と環境保全の重要性

『中学校学習指導要領解説理科編』では，

科学的な見方や考え方を育成するために，

科学的な体験や，野外での発見や気付きを

学習に生かす自然体験などの充実を図るこ

とが示されている。また「自然と人間」の

内容において，「自然環境の調査と環境保

全」が挙げられ，生物や大気，水などの自

然環境を直接調べたり，記録や資料を基に

調べたりする活動の重要性が示されている。

教科書では，自然環境調査の例として，

河川の指標生物と水質階級の学習内容が挙

げられ，主な生物として水生昆虫，貝類，

甲殻類などが紹介されている。水辺の昆虫

は種類が非常に多く，川内川流域には少な

くとも1000種が分布するとみられているが，

小型で形態が類似しているものが多いこと

から種類を見分けにくい。また，県内の純

淡水産貝類は約15種と少なく個体群密度も

低いことから，生物多様性について理解を

深めるのは難しい。一方，エビ類は県内で

約20種が知られており，個体群密度は比較

的高いことから，生徒が採集しやすく，種

類を見分けやすいという利点がある。

さらに，テナガエビ科とヌマエビ科に属

するエビ類は，河川

の主要な底生生物

（写真１）で，食料

や釣り餌として利用

される種を含んでいる。また，ヌマエビな

どのエビ類は，一般に水質汚染に弱いと言

われている。つまり，底生で移動性が低く

分布範囲が一般的に狭くなる傾向があるエ

ビ類の分布を調べることは，環境保全の視

点から課題を解決する方法の一つとなる。

写真１ 河川のエビ類
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２ エビ類の分布調査に取り組ませる指導

(1) 準備する物

タモ網，観察用トレイ，ルーペ，温度

計，メジャー，保存容器，80％エタノー

ル，記録紙，ノギス，パックテスト

(2) エビ類の採集と分布調査

この学習内容は，中学校第３学年にお

ける自然環境の調査と環境保全について

の内容に関連するものである。

エビ類の採集場所として，河川環境を

把握しやすく, 継続的な調査が可能であ

る身近な小～中規模の河川を選定するの

が望ましい。採集の際は，川岸の水草の

ある場所や転石

の下に生息する

エビ類をタモ網

を用いてすくう

とよい（写真

２）。その際，教師の指導の下にグルー

プで活動させるなど，安全面にも十分配

慮する。グループ活動では，採集前に，

水温や気温，川幅や水深，流速などの測

定，パックテスト（写真３）による水質

検査など役割分

担し，あらかじ

め調査地点の環

境を生徒間で共

通認識させてお

くことで，課題解決に向けて見通しをも

たせ，主体的・協働的に生物の採集をさ

せるようにしたい。

このような学習活動を実現するために

は，教師は事前調査を行い，調査地点で

写真２ タモ網による採集

写真３ パックテスト

採集される水生生物について，エビ類を

中心に種類を確認しておくことが必要で

ある。そうすることで，生物の種類の多

様性などについて認識を深め，調査にお

ける生徒の気付きや質問などに適切に対

応できる。また，河川におけるエビ類の

種類や分布の特徴を教師が把握しておく

ことで，取り組ませる課題や目的，身に

付けさせたい資質・能力を明確にできる。

例えば，観察，実験を計画する場面に

おいては，エビ類の種類や数について，

上流，中流，下流での違いや季節による

違い，草のある場所（淵）と草のない場

所（瀬）の違いなどについて着目させる

とよい。そして，調査を行う目的を踏ま

え，何を明らかにするために，どのよう

な調査を行えばよいか，考えさせたい。

また，教科書では水質階級が４段階

（Ⅰ～Ⅳ）に分けられ，サワガニはⅠ

「きれいな水」，スジエビ（テナガエビ

科 ・ ス ジ エ ビ

属）（写真４）

は，Ⅱ「少しき

たない水」の指

標生物として紹

介されている。そこで，指標生物やパッ

クテストによる水質検査についてあらか

じめ提示しておくことで，エビ類を中心

とした生物の採集結果と環境との関連を，

多面的に理解させることが期待できる。

３ 形態観察と分類，胚発生の観察の重要性

『中学校学習指導要領解説理科編』では，

無脊椎動物の体のつくりの特徴を考えさせ

写真４ スジエビ

10mm
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ることで自然界には様々な動物が生存して

いることに気付かせたり，生殖や胚発生の

観察を通して生命の連続性について理解を

深めさせたりすることで，生命を尊重する

態度を育てることの重要性が示されている。

体のつくりは環境適応と関連があり，生

物の分類は生物多様性の理解の基礎となる。

受精卵から複雑な生物体がつくられること

については，メダカやウニなどの胚発生の

様子を継続的に観察させることが示されて

いるが，エビ類の胚も発生過程の変化が明

瞭であることから，有用な教材である。

４ エビ類の観察と分類に取り組ませる指導

(1) 準備する物

観察用トレイ，ルーペ，双眼実体顕微

鏡，柄付き針，ピンセット，ノギス

(2) エビ類の観察と分類

この学習内容は，中学校第２学年にお

ける動物の体のつくりと働き及び分類に

関連し，高等学校生物における生物群集

と生態系の内容につながるものである。

淡水産エビ類の体のつくりについては，

海水産で大型であるウシエビ（ブラック

タイガー）などと比較して基本的な構造

には共通性があることを示すと分かりや

すい。まず，体は硬い外骨格をもち，頭

部と胸部が一体となる頭胸部と，６節あ

る腹部について観察させる。次に，頭胸

部と腹部の付属肢について観察させ，形

態と働きとの関係について考えさせると

よい。このことにより，テナガエビ科の

稚エビや小型であるヌマエビ科のエビ類

について形態の特徴に気付きやすくなる。

観察に当たっては，大型で観察しやす

いテナガエビ科から始めるとよい。県本

土に生息するものは，主にミナミテナガ

エビ（写真５）とヒラテテナガエビ（写

真６）の２種が知られており，形態の違

いから容易に見分けられる。ミナミテナ

ガエビは頭胸甲側面に３本の斜横帯があ

る。一方，ヒラテテナガエビは第３腹節

などに暗色帯があるのが特徴である。一

般にミナミテナガエビは比較的流れが緩

やかな場所，ヒラテテナガエビは流れが

速い場所に生息することから，体のつく

りの特徴と，環境適応や棲み分けとの関

連について考えさせることができる。

ヌマエビ科については，主にミゾレヌ

マエビやトゲナシヌマエビが知られてお

り，まれにヤマトヌマエビやミナミヌマ

エビなどの希少種も確認できる。これら

を見分けるための分類のポイントについ

写真６ ヒラテテナガエビ

写真５ ミナミテナガエビ
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て，写真７～10に特徴を示した。

５ 胚発生の観察に取り組ませる指導

(1) 準備する物

観察用トレイ，双眼実体顕微鏡，柄付

き針，ピンセット，デジタルカメラ

(2) 胚発生の観察

小学校では，主にメダカの卵の中の様

子を顕微鏡で観察して，継続的に比較し

ながら，卵は日が経つにつれ変化し，孵

化することを理解させる。

テナガエビ科やヌマエビ科の繁殖期は

一般に春から秋であることから，計画的

に抱卵雌を採集し，胚発生の観察に取り

組ませるようにする。外卵（胚）は成長

に伴い変化し，４種類の発生段階

（Stages Ⅰ～Ⅳ）に分けられることが報

告されており，ヒラテテナガエビでの観

図 成長に伴う胚発生段階

写真７ ミゾレヌマエビ 写真８ トゲナシヌマエビ

写真10 ミナミヌマエビ写真９ ヤマトヌマエビ

察でも，四段階の特徴を確認することが

できる（図）。また，ミゾレヌマエビや

トゲナシヌマエビにおいても，テナガエ

ビ科の卵と形態は若干異なるが，発眼や

形態変化の様子を同様に観察できること

から，生命の連続性や生命の尊重に関す

る理解を深めることができる。

以上のように，科学的に探究する能力と態

度を育成するためには，生徒に観察，実験の

目的を認識させて見通しをもって行わせるだ

けでなく，環境への配慮や生命尊重の視点も

意識させながら課題の解決に向けた学習の充

実を図ることが大切である。特に，身近な河

川のエビ類を活用することで，自然環境の調

査と環境保全の重要性の理解，形態観察や分

類，生命を尊重する態度の育成など，学習内

容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理

解させる工夫に努めていくことが重要である。
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